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■開催概要
　「第 15 回　水循環小委員会」が平成 29 年 3月 8日 ( 水 ) に、

釧路地方合同庁舎 5階共用第 1会議室で開催されました。

　小委員会には、14 名 ( 個人 7名・5団体 5名・関係行政機関

2機関 2名 ) が出席しました。一般の方々も傍聴されました。

　はじめに、第 14 回水循環小委員会の発言概要と今後の検討

方針について事務局から説明を行いました。

　藤間委員長の進行のもと、事務局から、これまでに行われた

水循環小委員会の検討経緯、「物質循環モデルについて」・「釧路

川流域の物質循環モデル構築に向けた課題・展望の整理」・「成果

の普及について」、報告が行われた後、それぞれに対する議論が

行われました。

１
　事務局より、水循環小委員会におけるこれまでの検討経緯について報告が行われました。　

水循環小委員会の検討経緯

○SWATモデルの適用性を確認するため、
　データが豊富な久著呂川流域にSWATモデルを適用した。
⇒ 河川流量と土砂流出量は、観測値をほぼ再現できた。

○他の小流域への展開の可能性を確認するため、
　幌呂川流域にSWATモデルを適用した。
⇒ 河川流量は、観測値をほぼ再現できた。

窒素とリンは、まだ観測値を再現できていない。

流域の栄養塩流出の特徴を考慮し、物質循環
モデルを構築する。

幌呂地区
湿原再生実施計画

・釧路川流域の水理地質構造の検討
・湿原域の水循環メカニズムの解明

釧路川流域の水循環の検討

・栄養塩負荷量の検討
・物質循環メカニズムの検討
・物質循環メカニズムの解明

釧路川流域の物質循環の検討施策への展開

施策への展開

水循環小委員会の行為目標
負荷流出量は土地利用だけでなく、
降雨強度、河川流量、地形傾斜、
分布する土壌などとも関係している
と推測される。

土地利用、降雨強度、河川流量、地形傾斜量、分布する土壌を考慮できる
物質循環モデルを使った検討を行う。

釧路川流域の水・物質循環メカニズムを
把握し、湿原再生の各種施策の手法の検討
や評価が可能となるようにする。

●態別の水質調査結果を整理した。
　・流量の変化に伴う濃度変化を
   　 確認した。
　・懸濁態濃度の上昇が顕著である
　　ことを確認した。
●流出負荷量を算出した。
　・流量に大きく依存することを
　　確認した。

●発生源の負荷量が定義できない。
　・原単位法による負荷量算出
    　結果が、流出負荷量の算出結
　　果と整合しない。
　・原単位は、場所や降水量によ
　  り変化しており、単一ではない。

課　題分かったこと項　目

栄養塩
負荷量
の検討



２ 物質循環モデルの検討

　SWATモデルを使用して、「④土砂の流出・流動のシミュレーション、⑤地表・土壌での栄養塩の流動シミュレーション、
⑥栄養塩の流出・流動のシミュレーション」の検討を実施しました。　
　計算には、地表や地中での窒素、リンの循環に関するパラメータや土砂、窒素、リンの河川への流出、河川内での循環
に関するさまざまな設定を行い、他の適用事例や現地状況を参考に適合させました。

　前回まで課題であった窒素について、観測値をほぼ再現できたことから、物質循環モデルを構築し、算出しました。その
結果、SSと総窒素の総量が再現できたが、リンについてはVer1 より Ver2 は観測値に近づきましたが、まだ差異がある結
果となりました。

【光橋における土砂・栄養塩負荷量再現結果と課題】

久著呂川流域
における

物質循環の検討

釧路川流域
における

物質循環の検討

他小流域における
物質循環の検討

今後の検討

　　　○追肥量を把握し、リンの再現性向上

　　　○久著呂川流域、幌呂川流域以外の小流域への適用

　　　流量観測が実施されている流域

　　　　　雪裡川流域　オソベツ川流域　ヌマオロ川流域

　　　流量観測が実施されていない流域

　　　　　ツルハシナイ川流域

　条件設定は、流量・地形・土壌を除き、久著呂川流域の条件を用いて、算出した。その結果、久著呂川流域の計算結果と
同様に、SSと総窒素の総量が再現できたが、リンについては差異がある結果となりました。

【雪裡橋における土砂・栄養塩負荷量再現結果】

まとめ

①久著呂川流域では、流量とSS,窒素の観測データを再現

　できたリンの計算結果は、観測データと差異があり、

　営農の条件を精査することで向上すると考えられる。

②幌呂川流域でも、流量とSS,窒素は観測データを再現で

　き、リンは差異があるという久著呂川流域と同様の再

　現傾向であった。

　↓

他の小流域に展開できると判断した。

リンの再現精度を考慮しながら、他小流域に展開し、

釧路川流域の物質循環メカニズムを解明していく。



３ 物質循環モデルで表現できることと施策への展開

４ 成果の普及について

①釧路湿原全体及び事業箇所を含む小流域単位で施策の手法検討や評価検討が可能となるようにする。
　・施策を検討する上での適切な調査地点、項目、頻度等の決定

②湿原に流入する水質が良好に保たれるように栄養塩や汚濁物質の負荷を抑制する。
　・流域の変化（河道、土地利用等）が物質循環に与える影響を概略予測
　・適切な対策の内容や範囲を検討

このようなことが話し合われました。 ●委員長　●委員　●事務局

　水循環小委員会の成果や使われ方、今後の普及活動について説明を行いました。
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第 15回水循環小委員会［出席者名簿 敬省略、五十音順

個人［7名］ 団体［5団体 /5 名］

関係行政機関［2機関 /2 名］

梅田　安治［農村空間研究所 所長、北海道大学名誉教授］

岡田　　操  ［株式会社　水工リサーチ取締役 ]

新庄　　興

杉山　伸一［環境カウンセラー（市民部門）］

橘　　治国  ［水圏環境科学研究所　理事長］

中津川　誠［室蘭工業大学大学院　工学研究科くらし環境系領域　教授］

藤間　　聰［室蘭工業大学　名誉教授］

釧路川水質保全協議会［伊藤　貴史］

特定非営利活動法人 タンチョウ保護研究グループ［井上　雅子］

釧路国際ウェットランドセンター ［事務局長　菊地　義勝］

国立研究開発法人 土木研究所寒地土木研究所 水環境保全チーム［主任研究員　水垣　滋］

公益財団法人 北海道環境財団［安田　智子］　

国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部［次長　岡田　務］

環境省 釧路自然環境事務所 釧路湿原自然保護官事務所［自然保護官　寺内　聡］

　小委員会の前日3月 7日（火）に、　釧路湿原 SWATモデルの水・物質循環をテーマにした勉強会が開催されました。

５ 釧路湿原自然再生協議会　釧路湿原の SWATモデル勉強会

[ テーマ ]釧路湿原の水・物質循環メカニズムをシミュレーションする
①釧路湿原自然再生協議会 水循環小委員会の取り組みについて・・・・
　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　北海道開発局　釧路開発建設部　治水課長　渡邉　和好氏
②釧路湿原の SWATモデルについて・・・・・・・・・・・・・・・・・応用地質（株）　大橋　弘紀氏
③SWATモデルを用いた流量・浮遊土砂濃度の再現　～鵡川・沙流川での試み～
　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・・国立研究開発法人土木研究所　寒地土木研究所　水垣　滋氏

[プログラム ]

国土交通省　北海道開発局　釧路開発建設部
治水課長　渡邉　和好氏

[ ① ] 釧路湿原自然再生協議会　水循環小委員会の
取組について

　　水循環小委員会の目的と目標、検討成果、取組状況、
　今後の展望等について説明しました。

応用地質（株）　大橋　弘紀氏

[ ② ]釧路湿原の SWATモデルについて

　　数値モデルの役割や SWATモデルの概要、釧路湿原水
　・物質循環での適用状況等について説明しました。

国立研究開発法人土木研究所
寒地土木研究所　水垣　滋氏

[ ③ ] SWATモデルを用いた流量・浮遊
土砂濃度の再現　～鵡川・沙流川での試み～

　　SWATモデルの考え方や作業手順、適用事例等に
　ついて説明しました。


